
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

(1)  道のりの
2

3
の地点を R とします。 

全体の道のりを３とすると，PR は２，RQ は１となります。 

PR と RQ にかかる時間の比は， 
道のり

速さ
＝時間の比 より， 

   
2

6
 : 

1

8
 = 8 : 3 

PR にかかった時間は  88x
8

8+3
 = 64 分(=1

4

60
 時間) 

PR の道のりは 6x1
4

60
 = 6.4 km  →   PQ の道のりは 6.4x

3

2
 = 9.6 km 

 

(2)   いくつかの図の書き方があります。 

 同じ道のりでは，速さとかかる時間の比は 

逆比の関係になりますから， 

  

A の場合と B の場合の時間の比は 

  
1

60
 : 

1

75
 = 5 : 4 

A と B の時間の差は (2+4=)6 分で 

これが(5-4=)① に当たります。 

A の場合，学校までかかる時間は， 

  6x5 = 30 分 
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3x
2

3
=2  

1 時間 28 分  

9.6km 

 

したがって， 学校までの道のりは， 

  60x30 = 1800 m 

 
1800m 



 

 

  

 

行きにかかった時間は， 

   12:40-9:00=3 時間 40 分 

            ・・・ア 

帰りにかかった時間は， 

   16:00-13:40=2 時間 20分 

            ・・・イ 

平地での時間は変わらないので アとイの差は BC 間にかかる行きと帰りの時間の差になる。 

BC 間の行きと帰りの時間の比は， 

  
1

3
 : 

1

6
 = ②時間 : ①時間 

  2-1=①時間が (ア-イ=)1 時間 20 分にあたるので， 

  行きの BC 間ににかかった時間は， 

     1 時間 20分 x 2 = 2 時間 40 分 

            ↓ 

  行きの AB 間（平らな道）にかかった時間は 

     3 時間 40分-2 時間 40 分=1 時間 

 したがって，平らな道は， 

      4 x1 = 4 km 

 

 

4 km 



 

  

 

予習シリーズの別解です。 

グラフをかいて説明します。 

(1) AP 間の道のり 

   （同じ道のり）を 

 

 バスは(24-21=)3分 

 太郎君は 24分かかって 

いるので， 

バスと太郎君の速さの比は， 

  
1

3
 : 

1

24
 = 8 : 1  →  8÷1= 8 倍 

(2) PQ 間を，太郎君は 10 分 ， 

  バスは(10-6=)4分走っていますから， 

    

 バスの速さを⑧m/分， 太郎君の速さを①m/分  

 とすると， 

 2 人が進んだ道のりの和（PB の往復の距離）は 

   ⑧x4 + ①x10 = 42 m 

          ↓ 

   PB 間の道のり（片道）は 42÷2 = 21m 

バスは AP 間を 3 分ですから，AP 間の道のりは， 

  ⑧x3 = 24 m 

 

 

P は追い抜かれた所 

Q は出会った所 

 

8 倍 

したがって，バスで考えると， 

 21+24 = 45 m が 3150m にあた

るので， 

  ①は 3150÷45=70m 

AP 間の道のりは 

   70x24 = 1680 m(1.68km) 

バスはここを 3 分で走っているので， 

バスの速さは，  

  1.68÷
3

60
 = 33.6 km/時 

時速 33.6km 

P 



 

  

 

(1) 

 A 君の速さを A ， B 君の速さを B とします。 

 同じ方向で A 君が B 君を 18 分で追いこす。 

            ↓ 

      追いつきですから速さの差です。 

 反対方向で A 君と B 君が 2 分で出会う。 

            ↓ 

      出会いですから速さの和です。 

したがって，「速さの差」と「速さの和」の比は 

   (A-B) : (A+B) = 
1

18
 : 

1

2
 = 1 : 9 

  

  

A の速さ・・・(9+1)÷2= 5 

B の速さ・・・ 9-5= 4 

お互いに 2 分づつ回ったときに出会って

いますから池のまわりの長さは， 

 

 (5+4)x2 = 18 とすることができます。 

A 君の速さを 5/分 とすると 18 をまわ

るのにかかる時間は， 

 18÷5= 3.6 分    

  0.6x60=36 秒より 

         ↓ 

 求める時間は 3 分 36 秒 

 
3 分 36 秒 

 
 電車は 15 分間隔なので，(電車 2)が

(電車 1)の位置に行くのに 15 分かかり

ます。 

次にすれちがうのにお互いに 10 分ずつ

進みます。 

図より，自動車が 10 分進むきょりを電

車は 5 分かかりますから， 

電車と自動車の速さの比は 

 
1

5
 : 

1

10
 = 2 : 1 

 

(2) 

2 : 1 



 

  

 

 

 

太郎君と次郎君の 1 回目の出会いの地

点を P ， 2回目の地点を Q , 

太郎君と花子さんが出会った地点を R 

とします。 

(1) 1 回目は向き合って 20 分， 

 2 回目は反対方向に進んでいるので 2

倍の時間(20x2=)40 分かかります。 

      ↓ 

・太郎君が往復にかかった時間(赤の合

計) = (AP+ PB+BQ+QA) は， 

  20 + 40 + 24 = 84 分 

・太郎君が片道にかかった時間は， 

  84÷2 = 42 分 

・太郎君が PB にかかった時間は 

  42-20=22 分 

ここを次郎君は 20分かかっている。 

      ↓ 

太郎と次郎の速さの比は， 

  
1

22
 : 

1

20
 = 10 : 11 

 

 

・また，太郎君が RB にかかる時間は 

   22-10=12 分 

 ここを花子さんは(20+10=)30 分 

      ↓ 

 太郎と花子の速さの比は， 

  
1

12
 : 

1

30
 = 5 : 2 → 10 : 4 

よって，求める比は， 

 10 : 11 : 4 
10 : 11 : 4 

(2) 太郎君の速さを 10/分とすると， 

往復の道のりは 84x10 = 840 

    ↓ 

求める時間は， 

 
840

11+4
 = 56 分 

 

56分後 



 

ステップアップ例題⑥ 旅人算と比④ （ダイヤグラム） 


